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多色イオン化光源の開発による難分析核種の高感度分析 
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 福島第一原子力発電事故により様々な放射性物質が大気中に放出されたが、137Cs などの

γ線を放出するものに注目が集まっている。一方で、90Sr や 93Zr などのα線やβ線を放出

する核種は、検出が困難であり、あまり話題に上がっていないように思われる。これは、

γ線に比べ、α線やβ線は簡単に遮蔽されることに起因する。しかし、内部被爆の影響を

考えると、これらの核種の危険性は十分に高い。現在我々は JST の支援を受け、これらの

難分析核種の環境動態を明らかにするために、共鳴イオン化法と二次イオン質量分析法を

複合した新規分析法の開発を行っている。 

 レーザー共鳴イオン化質量分析法(resonance ionization mass spectrometry; RIMS)は非

常に高い元素選択性を持ち、放射性微量元素の分析に適した方法として知られている。一

方で、二次イオン質量分析法(secondary ion mass spectrometry; SIMS)は微小視野で微量

成分のイメージングを行うことができる技術である。我々は、高繰り返し、高出力、高安

定性を持った波長可変レーザーを開発することで、これらの手法を組み合わせることを可

能にし、高い元素選択性を有した高感度微小視野イメージング技術(resonant laser ｓ

sputtered neutral mass spectrometry; resonant laser SNMS)の開発を行っている。以下の

表１にその他の微小視野イメージング法と本研究開発目標の比較を載せる。 

 

表１ 本研究開発目標と従来法との比較 
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